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１ はじめに 

 福島県では震災以降、浜通りを中心に水稲、タマネ

ギ等の作付けが拡大傾向となっており、大規模化、機

械化が進行しているが、その一方で、労力不足や収益

性の向上が課題となっている。 

そこで、2018 年から 2020 年において食料生産地域

再生のための先端技術展開事業「大規模露地野菜の効

率的栽培管理技術の実証研究（農林水産省・復興庁）

(JPJ000418)」の中で、収益向上を図るタマネギの新た

な栽培技術として、タマネギセット栽培の研究に取り

組んだ。 

タマネギセット栽培は、極早生の品種を用いてセッ

ト球といわれる 2cm程度の小球を定植し収穫する栽培

技術であり、芽出ししたセット球を用いることで半自

動型移植機による定植が可能であることが明らかに

なっている 1)。一般の生食用タマネギの販売は 1 月以

降だが、セット栽培を用いて夏期に定植し冬期に収穫

する場合、11～12 月頃に販売が可能となるため、高単

価が期待される作型である。東北地方においては、セ

ット栽培専用品種「シャルム」(タキイ種苗(株))を用

いた栽培において、岩手県の場合 8 月 12 日頃の定植

で 340kg/a の収量 2)、宮城県の場合 8 月 20 日頃の定

植で 260kg/a の収量 3)を得られることが明らかになっ

ている。いずれの試験も、定植適期が 8 月中旬頃であ

ることを示唆しているが、本栽培方法に適する品種に

ついての検討はされていない。また、収益性を確保す

るためには、さらに収量を確保する必要がある。

そこで、本研究では、福島県においてタマネギセッ

ト栽培を行う場合に適する品種及び定植時期につい

て検討した。

２ 試験方法 

（1）試験区の構成

福島県農業総合センターガラスハウス内でセット

球を育成し、センター内露地ほ場で 2019 年及び 2020

年の 2 年にわたり試験を行った。2019 年は供試品種と

して「シャルム」、「スーパーアップ」、「貴錦」を用い

て 8 月 21 日、8 月 29 日に定植した。2020 年は供試品

種として「シャルム」、「スーパーアップ」を用いて 8

月 20 日、8 月 25 日、8 月 31 日に定植した。各区 20 株

3 反復とした。 

（2）セット球の育成方法及びその後の処理(共通)

3 月 11 日に 448 穴セルトレイに播種後、底面給水に

よりガラスハウス内のベンチ上で育成した。育苗培養

土には葱職人(N1,000mg-P2O53,500mg-K2O450mg/ℓ)を

使用した。播種約 1 ヶ月半頃から養液土耕 3号(15-15-

15)を使用し追肥を行った。球径が約 17mm に達した時

点で灌水を止め、約 1 週間乾燥させた。その後休眠打

破のため、高温処理(35℃換気設定・約 3 週間)、低温

処理(15℃設定・約 2 週間)を行った。定植前に養液土

耕 3 号(15-15-15)を灌水同時施肥し萌芽させ、茎葉が

1cm 以上萌芽したセット球を半自動型移植機(井関農

機(株)ナウエルナナ 2 条用)を用いて定植した。

（3）栽植様式(共通)

畝幅 120cm、通路 50cm、株間 12cm、条間 20cm、4 条

植え(栽植密度 21,543 株/10a)とし、畝には白黒ダブ

ルマルチを被覆した。10a 当たり基肥施肥量は窒素

15.4kg、リン酸 30.8kg、加里 15.4kg とした。

（4）調査項目(共通)

定植 4 週後から 2 週おきに草丈、葉数、葉鞘径を調

査した。収穫の判断は、週 3 回倒伏調査を行い、調査

株の半数以上が倒伏していた場合とした。ただし、年

内販売を目的としているため 12/19 時点(2019 年)、

12/18時点(2020 年)で調査株の半数以上が倒伏してい

なかった場合はその時点で収穫した。収穫後、遮光資

材を展張したパイプハウス内で保管し、収穫約 1 週間

後に球重、球高、球径、規格を調査した。規格内は分

球、腐敗、裂皮、青立がなく、球径 6cm 以上のものと

した。 

３ 試験結果及び考察 

（1）品種及び定植時期の検討(2019 年)

規格内収量は 8 月 21 日定植の「シャルム」、8 月 29

日定植の「スーパーアップ」で 3,000kg/10a 以上で、

いずれも規格内球率が 80%以上であった(表 1)。  

「貴錦」は球重、球高が大きいものの規格内球率が低

く規格内合計収量は 2,500kg/10a 弱であった(表 1)。 

以上の結果から、「シャルム」、「スーパーアップ」の

2 品種が適品種と想定され、「シャルム」は 8 月 21 日

頃、「スーパーアップ」は 8 月 29 日頃の定植時期で収

量が最大になると考えられた。 

（2）品種及び定植時期の検討(2020 年)

規格内収量は 8 月 25 日定植の「スーパーアップ」

が 4,400kg/10a 以上と高く、8 月 20 日定植及び 8 月

31 日定植においても 3,800kg/10a 程度の収量が確保

された(表 2)。 

規格内球率は 8 月 25 日定植の「スーパーアップ」
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で 80%となり、同品種の 8 月 20 日定植及び 8 月 31 日

定植の規格内球率は 70%以上となった(表 2)。 

「シャルム」は 8 月 20 日及び 8 月 31 日定植で最も

収量が大きかったが、規格内収量は 3,000kg/10a に満

たなかった(表 2)。 

以上のことから、タマネギセット栽培に適する品種

は収量が多い「スーパーアップ」で、最も収量が多か

った 8 月 25 日頃が定植適期であり、定植期間は 8 月

20 日～31 日と考えられた。 

４ まとめ 

 本研究では、福島県においてタマネギセット栽培を

行う際に適する品種及び定植時期について検討した。

その結果、「スーパーアップ」が規格内収量が 4,000kg 

/10a 程度と高く、規格内球率は 70%以上であった。ま

た、8 月 20 日～31 日が適した定植時期であった。 
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表１ 品種及び定植時期が収量に及ぼす影響(2019 年) 

表２ 品種及び定植時期が収量に及ぼす影響(2020 年) 

球径 分球率
yx
青立率

yx

(cm) (%) (%) (kg/10a)

8月21日 167.5 b
z 5.7 b 7.5 85.0 a 0.0 5.0 3070.5 11月10日

8月29日 167.3 b 5.8 b 7.4 50.0 b 10.0 43.3 1864.2 12月11日

8月21日 176.6 ab 6.2 ab 7.6 65.0 ab 3.3 5.0 2472.9 11月4日

8月29日 199.4 ab 6.3 ab 7.9 80.0 ab 3.3 11.7 3443.0 11月25日

8月21日 226.6 a 6.7 a 8.0 50.0 b 11.7 25.0 2421.1 11月26日

8月29日 187.9 ab 6.7 a 7.4 58.3 ab 15.0 25.0 2392.6 12月6日

z
tukeyの多重比較検定により、アルファベット異符号間に5%水準で有意差あり。

y
規格内球率、規格外分球率及び青立率はアークサイン変換後に統計処理を行った。

x
規格内球率、規格外分球率及び青立率は収穫物に対しての割合

w
規格内合計収量=(規格内球重/1,000)×21,543株(株/10a)×(規格内球率/100)をもとに算出した。

規格外 規格内

合計収量
w

収穫日

規格内

球重 球率
yx

(g) (%)

球高

(cm)

品種 定植日

シャルム

スーパーアップ

貴錦

球重 球径 球率
yx

(g) (cm) (%)

8月20日 196.3 5.7 b
z 8.0 60.0 6.7 ab 26.7 ab 2504.3 bc 12月6日

8月25日 203.8 5.7 b 8.0 36.7 18.3 a 46.7 a 1679.3 c 12月18日

8月31日 211.2 5.8 ab 8.2 55.0 13.3 ab 36.7 ab 2506.2 bc 12月18日

8月20日 234.1 6.2 ab 8.4 75.0 0.0 b 16.7 ab 3795.9 ab 12月5日

8月25日 262.9 6.4 a 8.8 80.0 1.7 ab 6.7 b 4411.9 a 12月12日

8月31日 254.3 6.2 ab 8.6 71.7 6.7 ab 23.3 ab 3844.2 ab 12月13日

z
tukeyの多重比較検定により、アルファベット異符号間に5%水準で有意差あり。

y
規格内球率、規格外分球率及び青立率はアークサイン変換後に統計処理を行った。

x
規格内球率、規格外分球率及び青立率は収穫物に対しての割合

w
規格内合計収量=(規格内球重/1,000)×21,543株(株/10a)×(規格内球率/100)をもとに算出した。
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